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　長島小学校では、地域の方々に支えていただきな
がら、子どもたちが元気いっぱい活動しています。

１．遊ぶの大好き！「おさしまっ子」
　長島小の子どもたち
は、本当によく遊びます。
朝は、登校するとランド
セルを教室に置き、すぐ
にグラウンドに飛び出し
ます。２０分休みや昼休み
には、学級遊びをしたり、
気の合った友達と誘い合って、思い思いの遊びを楽
しんだりします。朝活動の分団遊びや縦割り遊び
では、高学年がリーダーとなって遊びやルールを工
夫して、違った学年の友達と仲良く遊びます。
　「今の子は外で遊ばなくなった」と言われ、子ども
の体力低下が心配されますが、学校は「昔ながらの

遊び」のできる場なのかもし
れません。こうした時代だ
からこそ、子どもたちの「遊
び」を大切すること、また「遊
び」を通して多くのことを身
に付けていってほしいと思
います。

２．地域の環境を学ぶ！「おさしまっ子」
　各学年は、地域を生かした環境学習に取り組んで
います。
　４年生では、地域の
方を講師に招き、地域
のリサイクル活動や、
給食の残菜を利用した
肥料作りの方法を、教
えていただきました。
今は、肥料作りに挑戦
しています。

　６年生では、まちづくり委員会環境部会の方に、
ホタルの人工飼育やホタルを保護する活動につい
て教えていただきました。

３．地域で守ろう！「おさしまっ子」
　子どもたちの安全な登下校のために、地域の方々
に大変お世話になっています。
　３年前にＰＴＡの発案で立
ち上げた「ちょっとだけボラン
ティアでパトロール」の通称
「ちょぼパト」。この活動は、
時間や場所を特に指定せず、
幼稚園や保育所へ通うお子さ
んの送迎時や犬の散歩時など、できる時間にできる
場所で、子どもたちを見守っていこうというもので
す。
　また地域の方と子どもたちが、より顔見知りにな

り、声を掛け合うこ
とで防犯に結び付け
ようという目的から、
通学路や地域への「お
さしまあいさつ通り」
の看板設置を展開し
ています。
　「よくあいさつの交

わされる町」「大人が子どもによく声を掛ける町」
では、犯罪の発生率が低いという報告があります。
保護者の方や地域の諸団
体の方の協力を得て、長島
地区内におよそ８０本の看
板が設置されています。
　この看板を通じて、地域
の方と子どもたちの結び
付きがさらに深まること
を願っています。
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元気いっぱい！ 「おさしまっ子」
～地域の人に支えていただきながら～

▲元気に遊ぶ

▲給食の残菜で肥料作り

▲パトロールシール

▲子どもたちの登校風景

▲ドッジボールをして遊ぶ

▲おさしまあいさつ通り


